
申請

投与量 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 ～ 21

［条件等］ １．

２．

申請

投与量 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 ～ 21

［条件等］ １．

2．

申請

投与量 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 ～ 21

［条件等］ １．

申請

投与量 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 ～ 28

［条件等］ １．

申請

投与量 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 ～ 21

［条件等］ １

↓
ドセタキセル

2hr

↓

生食

250mL

生食

2

ペメトレキセド

2
シスプラチン

呼内

250mL

適応疾患

イリノテカン

90min
↓

100mL 10min

CDDP(75)＋PEM(500)／q3W　±M

抗がん剤/輸液 投与方法/時間

呼内適応疾患 非小細胞肺がん 投与スケジュール

DIV

250mL
↓

↓1

2
シスプラチン

生食

500mg/m2

100mL

全開

3

シスプラチン

PEM投与に際して、葉酸（パンビタン連日）、ビタミンB12（シアノコバラミン注9週おき）の補充を行う

適応疾患

↓

↓↓

250mL

生食

生食

75mg/m2 DIV

ベバシズマブ 15mg/kg

生食

1

75mg/m2

2hr

ペメトレキセド 500mg/m2

投与スケジュール

生食

非小細胞肺がん 呼内

DIV

２hr
↓

4コース導入療法終了後、維持療法を実施できる

CDDP(７５)＋PEM(500)＋BV(15)／q3W　±M

DIV

10min

2

シスプラチン 80mg/m2

投与方法/時間

50mL

2hr

100mL 90min

↓

非小細胞肺がん 呼内

DIV
↓

抗がん剤/輸液

4～6コース導入療法終了後、維持療法を実施できる

生食 2hr

非小細胞肺がん 呼内

シスプラチン 80mg/m2 DIV

CDDP(80)＋DTX(60)／q３W

1

抗がん剤/輸液

DIV60mg/m2

DIV
↓

DIV
↓

4コースまで

250mL

250mL 1hr

CDDP(80)＋VNR(25)／q3W
適応疾患

CDDP(80)＋CPT-11(60)／q４W

投与スケジュール

60mg/m2 DIV

投与スケジュール

生食

2

PEM投与に際して、葉酸（パンビタン連日）、ビタミンB12（シアノコバラミン注9週おき）の補充を行う

1
ロゼウス 25mg/m2 DIV

抗がん剤/輸液

非小細胞肺がん

４～６コースまで

生食

投与スケジュール

ＰＤまで（※術後補助化学療法は４コースまで）

適応疾患

↓

投与方法/時間

80mg/m2

投与方法/時間

抗がん剤/輸液 投与方法/時間

1

生食 250mL

非小細胞肺がん

1



申請

投与量 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 ～ 21

申請

投与量 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 ～ 21

申請

投与量 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 ～ 21

［条件等］ １.

2.

申請

投与量 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 ～ 21

［条件等］ １．

２.

申請

投与量 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 ～ 21

［条件等］ １.

250mL5%Glu

PTX投与に際し、レスタミン錠内服

3
ベバシズマブ

非小細胞肺がん

非小細胞肺がん 呼内

投与方法/時間

適応疾患

1hr

3～６コースまで

呼内

5%Glu 500mL 3hr

４～６コースまで

非小細胞肺がん

250mL

抗がん剤/輸液

250mL

適応疾患

2

適応疾患

5%Glu 100ｍL 30min
↓

CBDCA(AUC6)＋PTX(200)＋BV(15)／q3W　±M

1
パクリタキセル 200mg/m2

シスプラチン

抗がん剤/輸液

パクリタキセル

生食

抗がん剤/輸液 投与方法/時間

1
TS-1

5%Glu

↓↓

非小細胞肺がん

適応疾患

DIV

非小細胞肺がん 呼内

2

↓

80mg/m2

投与スケジュール

2hr生食

5%Glu

適応疾患

1

シスプラチン

200mg/m2

DIV
↓

CDDP(６0)＋TS-1／q３W

投与スケジュール

↓↓↓↓ ↓↓

250mL

PO

投与スケジュール

3hr

↓↓

呼内

2

CDDP(80)＋GEM(1000)／q３W

↓↓
(エスワンタイホウ配合OD錠T) 分2

2

↓

↓↓ ↓↓ ↓↓ ↓↓ ↓↓↓↓ ↓↓

↓

抗がん剤/輸液 投与方法/時間

1
ゲムシタビン 1000mg/m2 DIV

5％Glu 100mL 30min

250mL 1hr

DIV

投与方法/時間

↓↓

↓

６0mg/m2

呼内

80-120mg/body

↓
500mL

PTX投与に際し、レスタミン錠内服

生食

カルボプラチン AUC6 DIV

投与スケジュール

1hr5%Glu

↓

100mL 90min

2hr

CBDCA(AUC6)＋PTX(200)／q3W

カルボプラチン AUC6

2

DIV

４～６コース導入療法終了後、維持療法(BV)を実施できる

DIV

抗がん剤/輸液 投与方法/時間

1

DIV

↓

15mg/kg
↓

ゲムシタビン 1000mg/m2 DIV
↓

↓

カルボプラチン AUC5 DIV

CBDCA(AUC5)＋GEM(1000)／q3W
投与スケジュール

2



申請

投与量 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 ～ 28

申請

投与量 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 ～ 21

［条件等］ １．

2.

申請

投与量 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 ～ 21

［条件等］ １．

2.

申請

投与量 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 ～ 21

［条件等］ １．

申請

投与量 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 ～ 21

CBDCA(AUC5)＋TS-1／q３-4W

↓↓ ↓↓

投与スケジュール非小細胞肺がん 呼内

抗がん剤/輸液

↓↓ ↓↓↓↓ ↓↓

80-120mg/body

投与方法/時間

TS-1

↓

↓↓ ↓↓

↓↓1

↓

30min

TS-1休薬期間：１～２W。　3週又は4週ごと

↓

適応疾患 呼内 投与スケジュール

5%Glu 250mL 1hr

50ｍL

カルボプラチン

PO

100mg/m2 DIV

2

↓

AUC5

抗がん剤/輸液

DIV

アブラキサン

DIV

100mL

ペメトレキセド

生食

カルボプラチン AUC6

15mg/kgベバシズマブ

(エスワンタイホウ配合OD錠T) 分2
↓↓ ↓↓

カルボプラチン AUC６ DIV

適応疾患

↓↓ ↓↓ ↓↓

3

生食

↓

生食

1

非小細胞肺がん

↓↓

2

抗がん剤/輸液 投与方法/時間

呼内

カルボプラチン AUC5

投与スケジュール

250mL 90min
↓

↓

AUC5-6

DIV

250mL

CBDCA(AUC5)＋CPT-11(60)／q4W
非小細胞肺がん

60mg/m2

投与スケジュール

1hr

適応疾患 非小細胞肺がん

投与スケジュール

5%Glu

呼内

↓

90min

5%Glu 250mL

DIV

生食 100mL 10min

5%Glu 250mL

100mL 10min

適応疾患

ペメトレキセド

↓

適応疾患

1

抗がん剤/輸液 投与方法/時間

1

DIV

1hr

イリノテカン

DIV

カルボプラチン

5%Glu

500mg/m2

DIV
↓ ↓

DIV
↓

投与方法/時間

CBDCA(AUC5-6)＋PEM(500)／q3W　±M

CBDCA(AUC6)＋PEM(500)＋BV(15)／q3W　±M

2

1hr
2

抗がん剤/輸液

1
500mg/m2

非小細胞肺がん 呼内

４～６コース導入療法終了後、維持療法(PEM+BV)を実施できる

PEM投与に際して、葉酸（パンビタン連日）、ビタミンB12（シアノコバラミン注9週おき）の補充を行う

４～６コース導入療法終了後、維持療法(PEM)を実施できる

PEM投与に際して、葉酸（パンビタン連日）、ビタミンB12（シアノコバラミン注9週おき）の補充を行う

CBDCA(AUC6)＋nabPTX(100)／q3W

投与方法/時間

2

3



申請

投与量 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 ～ 21

［条件等］ ＰＤまで（術後補助化学療法は4コースまで）

申請

投与量 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 ～ 28

［条件等］ 術後補助化学療法で使用

申請

投与量 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 ～ 21

申請

投与量 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 ～ 21

申請

投与量 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 ～ 21

申請

投与量 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 ～ 28

申請適応疾患 非小細胞肺がん 呼内

5%Glu

１hr

100mL 30min

100mL

↓
DIV

↓

VNR(25)alone／q3W

1

生食

↓

適応疾患 非小細胞肺がん

ゲムシタビン DIV

ゲムシタビン

1000mg/m2

5%Glu
↓↓

抗がん剤/輸液 投与方法/時間

1

↓
DIV

呼内 投与スケジュール

GEM(1000)alone／q４W

1

↓

非小細胞肺がん

投与スケジュール

RAM(10)＋DTX(60)／q3W

DIV

250mL

投与方法/時間

2hr生食

1000mg/m2

カルボプラチン

30min

適応疾患

ドセタキセル 60mg/m2 DIV

DTX(60)alone／q3W

50mL

2
カルボプラチン AUC5 DIV

↓

↓

2

非小細胞肺がん 呼内

抗がん剤/輸液 投与方法/時間

1 ↓

5%Glu 250mL

↓

適応疾患 非小細胞肺がん 呼内

100mL

ロゼウス 25mg/m2

投与スケジュール

生食

DIV
↓

↓

DIV

CBDCA(AUC５)＋VNR(25)day1,8／q３W

抗がん剤/輸液 投与方法/時間

抗がん剤/輸液 投与方法/時間

1

生食

抗がん剤/輸液

呼外

投与スケジュール

250mL

GEM(1000)alone／q3W

投与方法/時間

投与スケジュール

投与スケジュール

投与スケジュール

1hr

AUC2

1hr

DIV

1hr

非小細胞肺がん

適応疾患

↓
250mL5%Glu

2
ドセタキセル 60mg/m2

サイラムザ

適応疾患 非小細胞肺がん

抗がん剤/輸液

10mg/kg

呼内

250mL

CBDCA(AUC2)＋VNR(25)day1,15／q4W

5%Glu 250mL

1hr→30min生食

呼外

ロゼウス 25mg/m2
全開

2

↓ ↓
全開

適応疾患

1

4



投与量 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 ～ 21

申請

投与量 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 ～ 21

［条件等］ １．

申請

投与量 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 ～ 21

申請

投与量 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14

申請

投与量 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 ～ 28

申請

投与量 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 ～ 21

申請

投与量 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 ～ 42

申請

投与量 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 ～ 21

申請

投与量 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 ～ 21

400mg/body DIV
↓

100mL 30min

生食 250mL

Atezolizumab(1200)／q３W

生食

Pembrolizumab(400)／q6W
適応疾患 非小細胞肺がん 呼内 投与スケジュール

抗がん剤/輸液 投与方法/時間

1

ペメトレキセド

100mL

オプジーボ

適応疾患

1
ロゼウス

1

非小細胞肺がん

500mg/m2

10min

非小細胞肺がん 投与スケジュール

25mg/m2

抗がん剤/輸液 投与方法/時間

全開

DIV
↓

50mL

投与方法/時間

DIV

投与方法/時間

30min以上

呼内

DIV
↓

適応疾患 非小細胞肺がん 呼内 投与スケジュール

抗がん剤/輸液 投与方法/時間

1
テセントリク 1200mg/body

抗がん剤/輸液

↓

適応疾患

投与スケジュール

60min

生食 100mL

抗がん剤/輸液

生食

Nivolumab(240)／q２W

DIV

抗がん剤/輸液

240mg/body

キイトルーダ

投与方法/時間

適応疾患 非小細胞肺がん 呼内

1
キイトルーダ 200mg/body

100mL

DIV
↓

30min

投与スケジュール

↓

生食

Pembrolizumab(200)／q３W

1 ↓

生食

PEM(500)alone／q3W
呼内

PEM投与に際して、葉酸（パンビタン連日）、ビタミンB12（シアノコバラミン注9週おき）の補充を行う

↓

100mL 30min以上

Nivolumab(480)／q４W
適応疾患 非小細胞肺がん 呼内 投与スケジュール

抗がん剤/輸液 投与方法/時間

1
オプジーボ 480mg/body DIV

↓
生食

Weekly nabPTX(100)／q3W
適応疾患 非小細胞肺がん 呼内 投与スケジュール

抗がん剤/輸液 投与方法/時間

1
アブラキサン 100mg/m2 DIV

↓ ↓
生食 50ｍL 30min

Atezolizumab(1200)／q３W adjuvant
適応疾患 非小細胞肺がん 呼内 投与スケジュール

抗がん剤/輸液 投与方法/時間

1
テセントリク 1200mg/body DIV

↓

5



［条件等］ １．

2.

申請

投与量 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 ～ 28

［条件等］ １．

2.

申請

投与量 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 ～

［条件等］ 1.

申請

投与量 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 ～ 21

［条件等］ １．4コース導入療法終了後、維持療法に移行

２．

３．点滴開始からCDDP投与終了までに１L以上の経口補水液を摂取

４．デカドロンを経口投与

申請

投与量 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 ～ 21

［条件等］ １．4コース導入療法終了後、維持療法に移行（Pembrolizumab＋PEM(500)／q3W）

２．

３．点滴開始からCDDP投与終了までに１L以上の経口補水液を摂取

４．デカドロンを経口投与

申請

投与量 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 ～ 21

適応疾患 非小細胞肺がん（非扁平上皮癌） 呼内 投与スケジュール

抗がん剤/輸液 投与方法/時間

1
キイトルーダ ２00mg/body DIV

↓
生食 100mL 30min

生食 100mL 30min

3
シスプラチン 75mg/m2 DIV

↓

1
キイトルーダ ２00mg/body DIV

↓

投与方法/時間

2
ペメトレキセド 500mg/m2 DIV

↓
生食 100mL 10min

↓

↓↓

↓ ↓

↓↓

↓

抗がん剤/輸液 投与方法/時間

↓↓

↓ ↓ ↓ ↓

↓↓

↓

投与スケジュール

↓ ～

投与スケジュール

↓↓ ↓↓

投与方法/時間

↓

TS-1alone

↓

↓↓

原則4週間投与・２週間休薬とするが、休薬基準に該当した場合２週間投与・１週間休薬検討可

PO
↓↓

(エスワンタイホウ配合OD錠T)

適応疾患 非小細胞肺がん

分2

UFT
↓

↓↓ ↓↓ ↓↓

↓ ↓

↓↓

1
250mg/m2

抗がん剤/輸液

↓↓ ↓↓ ↓↓

80-120mg/day
↓↓1

TS-1

PO
↓

適応疾患

呼内

非小細胞肺がん 呼内

UFT術後

↓↓

ｼｮｰﾄ CDDP(75)＋PEM(500)／q3W　±M
適応疾患 非小細胞肺がん 呼内 投与スケジュール

抗がん剤/輸液 投与方法/時間

分2～３投与　　　2年間継続

TS-1：4週間投与・２週間休薬

2
シスプラチン 75mg/m2 DIV

↓
生食 250mL 1hr

生食 100mL 10min
1

ペメトレキセド 500mg/m2 DIV
↓

適応疾患 非小細胞肺がん（非扁平上皮癌） 呼内 投与スケジュール

生食 250mL 1hr

抗がん剤/輸液

 PEM投与に際して、葉酸（パンビタン連日）、ビタミンB12（シアノコバラミン注9週おき）の補充を行う

 PEM投与に際して、葉酸（パンビタン連日）、ビタミンB12（シアノコバラミン注9週おき）の補充を行う

ｼｮｰﾄ Pembrolizumab(200)＋CDDP(75)＋PEM(500)／q3W　±M

Pembrolizumab(200)＋CDDP(75)＋PEM(500)／q3W　±M

1 ↓
生食 250mL 60min

次の条件を全て満たす。

最大12か月（16か月まで投与可）

①診断時StageⅡ～ⅢA、②プラチナ製剤併用療法による術後補助化学療法を1コース以上行っている。

③術後補助化学療法から３～8週間経過している。

6



［条件等］ １．4コース導入療法終了後、維持療法に移行（Pembrolizumab＋PEM(500)／q3W）

２．

申請

投与量 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 ～ 21

［条件等］ １．4コース導入療法終了後、維持療法に移行（Pembrolizumab＋PEM(500)／q3W）

２．

申請

投与量 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 ～ 21

［条件等］ １．4コース導入療法終了後、維持療法に移行（Pembrolizumab/q3W）

申請

投与量 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 ～ 21

［条件等］ １．4コース導入療法終了後、維持療法に移行（Pembrolizumab/q3W）

２．PTX投与に際し、レスタミン錠内服

申請

投与量 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 ～ 21

［条件等］ １．4または６コース導入療法終了後、維持療法に移行（Atezolizumab＋BV/q3W）

２．

呼内 投与スケジュール

抗がん剤/輸液 投与方法/時間

1
テセントリク 1200mg/body DIV

↓

適応疾患 非小細胞肺がん（非扁平上皮癌）

2

5%Glu 250mL 1hr
3

カルボプラチン AUC６ DIV
↓

2

DIV
↓

3
カルボプラチン AUC６ DIV

↓
5%Glu 250mL 1hr

4
ベバシズマブ 15mg/kg

DIV
↓

5%Glu 500mL 3hr

パクリタキセル ２00mg/m2 DIV
↓

生食 100mL 30min

２00mg/body

5%Glu 250mL 1hr

適応疾患 非小細胞肺がん（扁平上皮癌） 呼内 投与スケジュール

抗がん剤/輸液 投与方法/時間

1
キイトルーダ

3
カルボプラチン AUC5-6

生食 100mL 30min

2
アブラキサン １00mg/m2 DIV

↓ ↓

DIV
↓

↓
生食 50mL 30min

適応疾患 非小細胞肺がん（扁平上皮癌） 呼内 投与スケジュール

抗がん剤/輸液 投与方法/時間

1
キイトルーダ ２00mg/body DIV

↓

生食 100mL 10min

生食 250mL 1hr

生食 100mL 30min

ペメトレキセド 500mg/m2 DIV
↓

DIV
↓

5%Glu 250mL 1hr

生食 100mL 10min

DIV
↓

ペメトレキセド 500mg/m2

3
カルボプラチン AUC5 DIV

↓

2

3
シスプラチン 75mg/m2

2

抗がん剤/輸液 投与方法/時間

1
キイトルーダ ２00mg/body DIV

↓

適応疾患 非小細胞肺がん（非扁平上皮癌） 呼内 投与スケジュール

60min

パクリタキセル 200mg/m2 DIV
↓

5%Glu 500mL 3hr

PTX投与に際し、レスタミン錠内服  　　　

生食 100mL 90min

生食 250mL

Atezolizumab(1200)＋BV(15)＋CBDCA(AUC6)＋PTX(200) ／q3W　 ±M

PEM投与に際して、葉酸（パンビタン連日）、ビタミンB12（シアノコバラミン注9週おき）の補充を行う

Pembrolizumab(200)＋CBDCA(AUC5)＋PEM(500)／q3W　±M

PEM投与に際して、葉酸（パンビタン連日）、ビタミンB12（シアノコバラミン注9週おき）の補充を行う

Pembrolizumab(200)＋CBDCA(AUC5-6)＋nabPTX(100)／q3W　±M

Pembrolizumab(200)＋CBDCA(AUC6)＋PTX(200)／q3W　±M
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申請

投与量 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 ～ 21

［条件等］ １．4または６コース導入療法終了後、維持療法に移行（Atezolizumab＋BV/q3W）

２．

３．点滴開始からCDDP投与終了までに１L以上の経口補水液を摂取

４．デカドロンを経口投与

申請

投与量 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 ～ 21

［条件等］ １．4または６コース導入療法終了後、維持療法に移行（Atezolizumab＋PEM/q3W）

２．

申請

投与量 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 ～ 21

［条件等］ １．4または６コース導入療法終了後、維持療法に移行（Atezolizumab＋PEM/q3W）

２．

申請

投与量 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 ～ 21

［条件等］ １．4または６コース導入療法終了後、維持療法に移行（Atezolizumab/q3W）

1200mg/body DIV
↓

↓

AUC6
↓

※60min

適応疾患 非小細胞肺がん（非扁平上皮癌） 呼内 投与スケジュール

抗がん剤/輸液 投与方法/時間

1
テセントリク

生食

生食 50mL

１00mg/m2 DIV

5%Glu 250mL 1hr

250mL

2
アブラキサン

↓

2

PEM投与に際して、葉酸（パンビタン連日）、ビタミンB12（シアノコバラミン注9週おき）の補充を行う

250mL 1hr

テセントリク 1200mg/body

適応疾患 非小細胞肺がん（非扁平上皮癌） 呼内 投与スケジュール

抗がん剤/輸液 投与方法/時間

生食 250mL ※60min

DIV
↓

2
ペメトレキセド 500mg/m2 DIV

↓
生食 100mL 10min

1

250mL 60min

PEM投与に際して、葉酸（パンビタン連日）、ビタミンB12（シアノコバラミン注9週おき）の補充を行う

生食 250mL 1hr
3

シスプラチン 75mg/m2 DIV
↓

呼内

2
ペメトレキセド 500mg/m2

適応疾患 非小細胞肺がん（非扁平上皮癌） 呼内 投与スケジュール

抗がん剤/輸液 投与方法/時間

1
テセントリク 1200mg/body DIV

↓

投与スケジュール適応疾患 非小細胞肺がん（非扁平上皮癌）

生食

3
シスプラチン 75mg/m2 DIV

↓
生食 250mL 1hr

DIV
↓

PEM投与に際して、葉酸（パンビタン連日）、ビタミンB12（シアノコバラミン注9週おき）の補充を行う

生食 100mL 10min

生食 250mL

ペメトレキセド 500mg/m2 DIV
↓

60min

生食 100mL 10min

テセントリク 1200mg/body DIV
↓

3
カルボプラチン AUC6 DIV

↓
5%Glu

ｼｮｰﾄ Atezolizumab(1200)＋CDDP(75)＋PEM(500) ／q3W　±M

Atezolizumab(1200)＋CDDP(75)＋PEM(500) ／q3W　±M

Atezolizumab(1200)＋CBDCA(AUC6)＋PEM(500) ／q3W　±M

Atezolizumab(1200)＋CBDCA(AUC6)＋nabPTX(100) ／q3W　±M

Necitumumab(800)＋CDDP(75)＋GEM(1250) ／q3W　±M

30min

3
カルボプラチン DIV

↓

抗がん剤/輸液 投与方法/時間

1
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申請

投与量 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 ～ 21

［条件等］ １．4コース導入療法終了後、維持療法に移行（Necitumumab/q3W）

申請

投与量 1 2 3 4 5 6 7 8 ～ 22 23 24 25 26 27 ～ 42

［条件等］ １．Nivolumabは3週ごと、Ipilimumabは6週ごとに投与

２．

申請

投与量 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 ～ 28

［条件等］ １．

２．点滴開始からCDDP投与終了までに１L以上の経口補水液を摂取

３．デカドロンを経口投与

申請

投与量 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 ～ 21

［条件等］ １．

２．点滴開始からCDDP投与終了までに１L以上の経口補水液を摂取

３．デカドロンを経口投与

申請

投与量 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 ～ 21

［条件等］ １．

2．

3．点滴開始からCDDP投与終了までに１L以上の経口補水液を摂取

4．デカドロンを経口投与

生食 100mL 90min

4～6コース導入療法終了後、維持療法を実施できる

PEM投与に際して、葉酸（パンビタン連日）、ビタミンB12（シアノコバラミン注9週おき）の補充を行う

3
ベバシズマブ 15mg/kg DIV

↓

生食 100mL 10min

2
シスプラチン 75mg/m2 DIV

↓
生食 250mL 1hr

ＰＤまで（※術後補助化学療法は４コースまで）

ｼｮｰﾄCDDP(７５)＋PEM(500)＋BV(15)／q3W　 ±M

適応疾患 非小細胞肺がん 呼内 投与スケジュール

抗がん剤/輸液 投与方法/時間

1
ペメトレキセド 500mg/m2 DIV

↓

生食 50mL 全開

2
シスプラチン 80mg/m2 DIV

↓
生食 250mL １hr

４～６コースまで

ｼｮｰﾄCDDP(80)＋VNR(25)／q3W
適応疾患 非小細胞肺がん 呼内 投与スケジュール

抗がん剤/輸液 投与方法/時間

1
ロゼウス 25mg/m2 DIV

↓ ↓

生食 250mL 90min

2
シスプラチン 80mg/m2 DIV

↓
生食 250mL １hr

30min

オーダ間違い防止の観点から、臨床試験2コース分を1コースとしてレジメン登録

ｼｮｰﾄCDDP(80)＋CPT-11(60)／q４W
適応疾患 非小細胞肺がん 呼内 投与スケジュール

抗がん剤/輸液 投与方法/時間

1
イリノテカン 60mg/m2 DIV

↓ ↓ ↓

生食 100mL 30min

2
ヤーボイ 1mg/kg DIV

↓
生食 30mL

抗がん剤/輸液 投与方法/時間

1
オプジーボ 360mg/body DIV

↓ ↓

Nivolumab(360)＋Ipilimumab(1)／q3W　
適応疾患 非小細胞肺がん 呼内 投与スケジュール

生食

5%Glu

生食 250mL 2hr

↓ ↓

投与方法/時間

60min250mL

適応疾患 非小細胞肺がん（扁平上皮癌） 呼内 投与スケジュール

3
シスプラチン 75mg/m2

1
ポートラーザ 800mg/body DIV

2
ゲムシタビン 1250mg/m2 DIV

↓ ↓
100mL 30min

DIV
↓

抗がん剤/輸液

(1回目)ｼｮｰﾄ Nivolumab(360)＋Ipilimumab(1)＋CDDP(75)＋PEM(500) 

9



申請

投与量 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 ～ 21

［条件等］

２．オプジーボとヤーボイの投与間隔は３０分以上あける。

３．薬剤調製時、生食を20mL除去後、薬液を注入。体重が37.5kg未満の場合は30mL除去する。

申請

投与量 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 ～ 21

［条件等］

２．2コース目は、ヤーボイなし

申請

投与量 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 ～ 21

［条件等］

２．オプジーボとヤーボイの投与間隔は３０分以上あける。

３．薬剤調製時、生食を20mL除去後、薬液を注入。体重が37.5kg未満の場合は30mL除去する。

申請

投与量 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 ～ 21

［条件等］

２．2コース目は、ヤーボイなし

申請

投与量 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 ～ 21

生食 100mL 30min

2
ヤーボイ 1mg/kg DIV

↓
生食 100mL 30min

5%Glu 250mL 1hr

2

１．1コース目、2コース目を行って、Nivolumab(360)＋Ipilimumab(1)／q3W療法に移行する。

(1回目)Nivolumab(360)＋Ipilimumab(1)＋CBDCA(AUC6)＋PTX(200) 
適応疾患 非小細胞肺がん（非扁平上皮癌） 呼内 投与スケジュール

抗がん剤/輸液 投与方法/時間

1
オプジーボ 360mg DIV

↓

生食 100mL 10min

3
カルボプラチン AUC5-6 DIV

↓

ペメトレキセド 500mg/m2 DIV
↓

5%Glu 250mL 1hr

3

生食 100mL 30min

１．1コース目、2コース目を行って、Nivolumab(360)＋Ipilimumab(1)／q3W療法に移行する。

(1回目)Nivolumab(360)＋Ipilimumab(1)＋CBDCA(AUC5-6)＋PEM(500) 

(2回目)Nivolumab(360)＋Ipilimumab(1)＋CBDCA(AUC5-6)＋PEM(500) 
適応疾患 非小細胞肺がん（非扁平上皮癌） 呼内 投与スケジュール

抗がん剤/輸液 投与方法/時間

1
オプジーボ 360mg DIV

↓

4
カルボプラチン AUC5-6 DIV

↓

生食 100mL 30min

ペメトレキセド 500mg/m2 DIV
↓

生食 100mL 10min

2
ヤーボイ 1mg/kg DIV

↓

適応疾患 非小細胞肺がん（非扁平上皮癌） 呼内 投与スケジュール

抗がん剤/輸液 投与方法/時間

1
オプジーボ 360mg DIV

↓
生食 100mL 30min

適応疾患 非小細胞肺がん（非扁平上皮癌） 呼内 投与スケジュール

抗がん剤/輸液 投与方法/時間

1
オプジーボ 360mg DIV

↓
生食 100mL 30min

2
ヤーボイ 1mg/kg DIV

↓

3
ペメトレキセド 500mg/m2 DIV

↓

生食 100mL 30min

生食 250mL 1hr

生食 100mL 10min

シスプラチン 75mg/m2 DIV
↓

呼内 投与スケジュール

生食 100mL 30min
1

オプジーボ 360mg DIV
↓

(2回目)ｼｮｰﾄ Nivolumab(360)＋Ipilimumab(1)＋CDDP(75)＋PEM(500) 

ペメトレキセド 500mg/m2 DIV
↓

１．1コース目、2コース目を行って、Nivolumab(360)＋Ipilimumab(1)／q3W療法に移行する。

4

適応疾患 非小細胞肺がん（非扁平上皮癌）

生食 100mL 10min

3
シスプラチン 75mg/m2 DIV

↓
250mL 1hr生食

抗がん剤/輸液 投与方法/時間

2

１．1コース目、2コース目を行って、Nivolumab(360)＋Ipilimumab(1)／q3W療法に移行する。
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［条件等］

２．オプジーボとヤーボイの投与間隔は３０分以上あける。

３．薬剤調製時、生食を20mL除去後、薬液を注入。体重が37.5kg未満の場合は30mL除去する。

申請

投与量 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 ～ 21

［条件等］

２．オプジーボとヤーボイの投与間隔は３０分以上あける。

３．薬剤調製時、生食を20mL除去後、薬液を注入。体重が37.5kg未満の場合は30mL除去する。

申請

投与量 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 ～ 21

［条件等］

申請

投与量 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 ～ 21

［条件等］

２．点滴開始からCDDP投与終了までに１L以上の経口補水液を摂取

３．デカドロンを経口投与

申請

投与量 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 ～ 21

［条件等］

１．1コース目、2コース目を行って、Nivolumab(360)＋Ipilimumab(1)／q3W療法に移行する。

5%Glu 500mL 3hr

4
カルボプラチン AUC6 DIV

↓
5%Glu 250mL 1hr

生食 100mL 30min

3
パクリタキセル 200mg/m2 DIV

↓

30min

2
ヤーボイ 1mg/kg DIV

↓

１．1コース目、2コース目を行って、Nivolumab(360)＋Ipilimumab(1)／q3W療法に移行する。

(2回目)Nivolumab(360)＋Ipilimumab(1)＋CBDCA(AUC6)＋PTX(200) 
適応疾患 非小細胞肺がん（非扁平上皮癌） 呼内 投与スケジュール

抗がん剤/輸液 投与方法/時間

1
オプジーボ 360mg DIV

↓
生食 100mL

5%Glu 500mL 3hr

4
カルボプラチン AUC6 DIV

↓
5%Glu 250mL 1hr

3
パクリタキセル 200mg/m2 DIV

↓

生食 100mL 30min

5%Glu 500mL 3hr

(術前補助)Nivolumab(360)＋CBDCA(AUC5-6)＋PTX(200) 
適応疾患 非小細胞肺がん 呼内 投与スケジュール

抗がん剤/輸液 投与方法/時間

1
オプジーボ 360mg DIV

↓

2
パクリタキセル 200mg/m2 DIV

↓

3
カルボプラチン AUC5-6 DIV

↓

5%Glu 100mL 30min

5%Glu 250mL 1hr

１．3コースまで

(術前補助)ｼｮｰﾄNivolumab(360)＋CDDP(75)＋GEM(1000)/q3w 
適応疾患 非小細胞肺がん（扁平上皮癌） 呼内 投与スケジュール

抗がん剤/輸液 投与方法/時間

1
オプジーボ 360mg DIV

↓
生食 100mL 30min

2
ゲムシタビン 1000mg/m2 DIV

↓ ↓

生食 250mL 1hr

１．3コースまで

(術前補助)Nivolumab(360)＋CBDCA(AUC5-6)＋GEM(1000)/q3w 
適応疾患 非小細胞肺がん（扁平上皮癌） 呼内 投与スケジュール

抗がん剤/輸液 投与方法/時間

3
シスプラチン 75mg/m2 DIV

↓

1
オプジーボ 360mg DIV

↓
生食 100mL 30min

2
ゲムシタビン 1000mg/m2 DIV

↓ ↓
5%Glu 100mL 30min

3
カルボプラチン AUC5-6 DIV

↓
5%Glu 250mL 1hr

１．3コースまで
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申請

投与量 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 ～ 21

［条件等］

2．

3．点滴開始からCDDP投与終了までに１L以上の経口補水液を摂取

4．デカドロンを経口投与

申請

投与量 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 ～ 21

［条件等］

2．

申請

投与量 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 ～ 21

［条件等］ １．4コース導入療法終了後、維持療法に移行

２．※：イミフィンジは体重30㎏以下の場合20mg/kg

３．PEM投与に際して、葉酸、ビタミンB12の補充を行う

４．点滴開始からＣＤＤＰ終了までに1Ｌ以上の経口補水液を摂取

５．デカドロンを経口投与

申請

投与量 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 ～ 21

［条件等］ １．4コース導入療法終了後、維持療法に移行

２．※：イミフィンジは体重30㎏以下の場合20mg/kg

３．PEM投与に際して、葉酸、ビタミンB12の補充を行う

生食 100mL 10min

(術前補助)ｼｮｰﾄNivolumab(360)＋CDDP(75)＋PEM(500)/q3w 
適応疾患 非小細胞肺がん（非扁平上皮癌） 呼内 投与スケジュール

抗がん剤/輸液 投与方法/時間

1
オプジーボ 360mg DIV

↓
生食 100mL 30min

2
ペメトレキセド 500mg/m2 DIV

↓

生食 250mL 1hr

1．3コースまで

PEM投与に際して、葉酸（パンビタン連日）、ビタミンB12（シアノコバラミン注9週おき）の補充を行う

(術前補助)Nivolumab(360)＋CBDCA(AUC5-6)＋PEM(500)/q3w 
適応疾患 非小細胞肺がん（非扁平上皮癌） 呼内 投与スケジュール

3
シスプラチン 75mg/m2 DIV

↓

抗がん剤/輸液 投与方法/時間

1
オプジーボ 360mg DIV

↓
生食 100mL 30min

2
ペメトレキセド 500mg/m2 DIV

↓
生食 100mL

5%Glu 250mL 1hr

1．3コースまで

PEM投与に際して、葉酸（パンビタン連日）、ビタミンB12（シアノコバラミン注9週おき）の補充を行う

10min

3
カルボプラチン AUC5-6 DIV

↓

適応疾患 非小細胞肺がん（非扁平上皮癌） 呼内 投与スケジュール

抗がん剤/輸液 投与方法/時間

1
イジュド 75mg DIV

↓
生食 100mL 60min

1500mg(※) DIV
↓

ｼｮｰﾄ Durvalumab（1500）+Tremelimumab（75）+CDDP（75)+PEM（500）/q3W(±M/q4W)

生食 100mL 60min

3
ペメトレキセド 500mg/m2 DIV

↓
生食 100mL 10min

2
イミフィンジ

生食 250mL 1hr

Durvalumab（1500）+Tremelimumab（75）+CBDCA(AUC5-6)+PEM(500)/q3W(±M/q4W)

適応疾患 非小細胞肺がん（非扁平上皮癌） 呼内 投与スケジュール

抗がん剤/輸液 投与方法/時間

4
シスプラチン 75mg/m2 DIV

↓

75mg DIV
↓

生食 100mL 60min

2
イミフィンジ 1500mg(※) DIV

↓
生食 100mL 60min

1
イジュド

5%Glu 250mL 1hr

3
ペメトレキセド 500mg/m2 DIV

↓
生食 100mL 10min

4
カルボプラチン AUC5-6 DIV

↓
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申請

投与量 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 ～ 21

［条件等］ １．4コース導入療法終了後、維持療法に移行

２．※：イミフィンジは体重30㎏以下の場合20mg/kg

３．点滴開始からＣＤＤＰ終了までに1Ｌ以上の経口補水液を摂取

４．デカドロンを経口投与

申請

投与量 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 ～ 21

［条件等］ １．4コース導入療法終了後、維持療法に移行

２．※：イミフィンジは体重30㎏以下の場合20mg/kg

申請

投与量 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 ～ 21

［条件等］ １．4コース導入療法終了後、維持療法に移行

２．※：イミフィンジは体重30㎏以下の場合20mg/kg

申請

投与量 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 ～ 21

［条件等］

適応疾患 非小細胞肺がん（扁平上皮癌） 呼内 投与スケジュール

抗がん剤/輸液 投与方法/時間

75mg DIV
↓

ｼｮｰﾄ Durvalumab（1500）+Tremelimumab（75）+CDDP（75)+GEM（1000）/q3W(±M/q4W)

生食 100mL 60min

2
イミフィンジ 1500mg(※) DIV

↓
生食 100mL 60min

1
イジュド

生食 250mL 1hr

3
ゲムシタビン 1000mg/㎡ DIV

↓ ↓

投与方法/時間

Durvalumab（1500）+Tremelimumab（75）+CBDCA(AUC5-6)＋GEM（1000）/q3W(±M/q4W)

適応疾患 非小細胞肺がん（扁平上皮癌） 呼内 投与スケジュール

抗がん剤/輸液 投与方法/時間

5%Glu 100mL 30min

4
シスプラチン 75mg/m2 DIV

↓

75mg DIV
↓

呼内

Durvalumab（1500）+Tremelimumab（75）+CBDCA（AUC5-6)+nabPTX（100）/q3W(±M/q4W)

生食 100mL 60min

2
イミフィンジ 1500mg(※) DIV

↓
生食 100mL 60min

1
イジュド

5%Glu 250mL 1hr

3
ゲムシタビン 1000mg/㎡ DIV

↓ ↓

適応疾患 非小細胞肺がん 投与スケジュール

抗がん剤/輸液

5%Glu 100mL 30min

4
カルボプラチン AUC5-6 DIV

↓

生食 100mL 60min

2
イミフィンジ 1500mg(※) DIV

↓
生食 100mL 60min

1
イジュド 75mg DIV

↓

5%Glu 250mL 1hr

3
アブラキサン １00mg/m2 DIV

↓ ↓ ↓
生食 50mL 30min

4
カルボプラチン AUC5-6 DIV

↓

生食 250mL ※90min

１． 初回投与で問題なければ、2回目以降の投与時間は30分に短縮可。

２． がん化学療法後に増悪したHER2（ERBB2）遺伝子変異陽性例に使用

T-Deruxtecan(5.4)/q3w
適応疾患 非小細胞肺がん 呼内 投与スケジュール

抗がん剤/輸液 投与方法/時間

1
エンハーツ 5.4mg/kg DIV

↓
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申請

投与量 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14

■ ■ ■ 　□ □ □

［条件等］ １．

２．

申請

投与量 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 ～ 21

■  □  □ 　□ □ □

［条件等］ １．4コース導入療法終了後、タグリッソ+PEMの維持療法に移行

２．

３．EGFR遺伝子陽性例に限る

申請

投与量 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 ～ 21

■  □  □ 　□ □ □

［条件等］ １．4コース導入療法終了後、タグリッソ+PEMの維持療法に移行

２．

３．点滴開始からCDDP投与終了までに１L以上の経口補水液を摂取

４．デカドロンを経口投与

５．EGFR遺伝子陽性例に限る

申請

投与量 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 ～ 21

投与量 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 ～ 42

投与量 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 ～ 21

 □  □  □ ■ ■ □

生食 100mL 30min

1st line 2nd line 3rd line以降 術後補助化学療法（Adjuvant療法） 術前補助化学療法（Neo-Adjuvant療法） その他：

［条件等］
1.　術前・術後療法レジメン
2.　術前療法[上段] 最大４回
3.   術後療法
　　キイトルーダ400㎎/q6W[中段]　最大7回　または　キイトルーダ200㎎/q3W[下段]　最大13回
　　※総投与量で2800㎎を超えないこと

生食 100mL 30min

抗がん剤/輸液 投与方法/時間

4
キイトルーダ 200mg DIV

↓

抗がん剤/輸液 投与方法/時間

4
キイトルーダ 400mg DIV

↓

5%Glu 100mL 30min

3
シスプラチン 75mg/㎡ DIV

↓
生食 250mL 1hr

2
ゲムシタビン 1000mg/㎡ DIV

↓ ↓

適応疾患 扁平上皮癌 呼内 投与スケジュール

抗がん剤/輸液 投与方法/時間

1
キイトルーダ 200mg DIV

↓
生食 100mL 30min

生食 250mL 1hr

1st line 2nd line 3rd line以降 術後補助化学療法（Adjuvant療法） 術前補助化学療法（Neo-Adjuvant療法） その他：

PEM投与に際して、葉酸、ビタミンB12の補充を行う

(術前・術後療法)ｼｮｰﾄ キイトルーダ+CDDP(75)+GEM(1000)q3W

3
シスプラチン 75mg/m2 DIV

↓

↓ ↓ ↓ ↓

2
ペメトレキセド 500mg/m2 DIV

↓
生食 100mL 10min

1
タグリッソ錠 ８0mg/day PO

↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓

1hr

1st line 2nd line 3rd line以降 術後補助化学療法（Adjuvant療法） 術前補助化学療法（Neo-Adjuvant療法） その他：

PEM投与に際して、葉酸、ビタミンB12の補充を行う

ｼｮｰﾄCDDP(75)+PEM(500)+タグリッソ(80)/q3W　±M 

適応疾患 非扁平上皮癌 呼内 投与スケジュール

抗がん剤/輸液 投与方法/時間

生食 100mL 10min

3
カルボプラチン AUC5~6 DIV

↓
5%Glu 250mL

2
ペメトレキセド 500mg/m2 DIV

↓

CBDCA(AUC5)+PEM(500)+タグリッソ(80) /q3W　±M 

適応疾患 非扁平上皮癌 呼内 投与スケジュール

抗がん剤/輸液 投与方法/時間

1
タグリッソ錠 ８0mg/day PO

↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓

生食 250mL 1hr

1st line 2nd line 3rd line以降 術後補助化学療法（Adjuvant療法） 術前補助化学療法（Neo-Adjuvant療法） その他：

EGFR遺伝子変異陽性例に限る（エルロチニブ）

初回投与の忍容性が良好であれば、2回目以降の投与時間は30分へ短縮可(サイラムザ)

分１

2
サイラムザ 10㎎/kg DIV

↓

RAM(10)+Erlotinib(150)
適応疾患 非小細胞肺がん 呼内 投与スケジュール

抗がん剤/輸液 投与方法/時間

1
エルロチニブ 150mg/body PO

↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓
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申請

投与量 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 ～ 21

投与量 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 ～ 42

投与量 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 ～ 21

 □  □  □ ■ ■ □

申請

投与量 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 ～ 21

投与量 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 ～ 21

投与量 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 ～ 21

■  □  □ □ □ □

下表参照

1st line 2nd line 3rd line以降 術後補助化学療法（Adjuvant療法） 術前補助化学療法（Neo-Adjuvant療法） その他：

［条件等］ 1.　EGFR遺伝子エクソン20挿入変異陽性例に限る
2.　1コース目[上段]、2～4コース目[中段]、５コース目以降[下段]
3.   調製前に注入するライブリバントの液量分の生食を輸液から抜き破棄する。（ライブリバント）

●ライブリバント投与量・投与速度
〇80kg未満の場合
・1コース目
　day1　350mg(50mL/h→75mL/h)
　day2　1050mg(33mL/h→50mL/h)
　day8　1400mg(65mL/h)
　day15　1400mg(85mL/h)
・2コース目　1400mg(125mL/h)
・3コース目以降　1750mg(125mL/h)

〇80kg以上の場合
・1コース目
　day1　350mg(50mL/h→75mL/h)
　day2　1400mg(25mL/h→50mL/h)
　day8　1750mg(65mL/h)
　day15　1750mg(85mL/h)
・2コース目　1750mg(125mL/h)
・3コース目以降　2100mg(125mL/h)

生食 100mL 10min

8
ライブリバント 下表参照 DIV

↓
生食 250mL

抗がん剤/輸液 投与方法/時間

7
ペメトレキセド 500mg/m2 DIV

↓

5%Glu 250mL 1hr

6
ライブリバント 下表参照 DIV

↓
生食 250mL 下表参照

10min

5
カルボプラチン AUC5 DIV

↓

100mL

↓
生食 250mL 下表参照

抗がん剤/輸液 投与方法/時間

4
ペメトレキセド 500mg/m2 DIV

↓
生食

3
ライブリバント 下表参照 DIV

↓ ↓ ↓

生食 100mL 10min

2
カルボプラチン AUC5 DIV

↓
5%Glu 250mL 1hr

［条件等］ 1.　術前・術後療法レジメン
2.　術前療法[上段] 最大４回
3.   術後療法
　　キイトルーダ400㎎/q6W[中段]　最大7回　または　キイトルーダ200㎎/q3W[下段]　最大13回
　　※総投与量で2800㎎を超えないこと
４.  点滴開始からＣＤＤＰ終了までに1Ｌ以上の経口補水液を摂取

Amivantamab+CBDCA(AUC5)+PEM(500) q3W
適応疾患 非小細胞肺がん 呼内 投与スケジュール

抗がん剤/輸液 投与方法/時間

1
ペメトレキセド 500mg/m2 DIV

↓

生食 100mL 30min

1st line 2nd line 3rd line以降 術後補助化学療法（Adjuvant療法） 術前補助化学療法（Neo-Adjuvant療法） その他：

100mL 30min

抗がん剤/輸液 投与方法/時間

4
キイトルーダ 200mg DIV

↓

生食 250mL 1hr

抗がん剤/輸液 投与方法/時間

4
キイトルーダ 400mg DIV

↓
生食

10min

3
シスプラチン 75mg/㎡ DIV

↓

生食 100mL 30min

2
ペメトレキセド 500mg/m2 DIV

↓
生食 100mL

抗がん剤/輸液 投与方法/時間

1
キイトルーダ 200mg DIV

↓

　　※総投与量で2800㎎を超えないこと
４.  点滴開始からＣＤＤＰ終了までに1Ｌ以上の経口補水液を摂取

(術前・術後療法)ｼｮｰﾄ キイトルーダ+CDDP(75)+PEM(500) q3W

適応疾患 非扁平上皮癌 呼内 投与スケジュール
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申請

投与量 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 ～ 21

■  □  □ 　□ □ □

［条件等］ １

2

申請

投与量 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 ～ 21

■  □  □ 　□ □ □

［条件等］ １．

2

申請

投与量 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 ～ 21

□ ■ ■ 　□ □ □

［条件等］ 1.

2

申請

投与量 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 ～ 21

■  □  □ 　□ □ □

［条件等］ １．4コース導入療法終了後、維持療法に移行

2．点滴開始からＣＤＤＰ終了までに1Ｌ以上の経口補水液を摂取

生食 250mL 2hr

1st line 2nd line 3rd line以降 術後補助化学療法（Adjuvant療法） 術前補助化学療法（Neo-Adjuvant療法） その他：

TS－１は外来投与可

点滴開始からＣＤＤＰ終了までに1Ｌ以上の経口補水液を摂取

2
シスプラチン ６0mg/m2 DIV

↓

適応疾患 非小細胞肺がん 呼内 投与スケジュール

抗がん剤/輸液 投与方法/時間

1
TS-1 80-120mg/body PO

↓↓ ↓↓ ↓↓ ↓↓ ↓↓ ↓↓ ↓↓ ↓↓ ↓↓ ↓↓ ↓↓ ↓↓ ↓↓ ↓↓
(エスワンタイホウ配合OD錠T) 分2

1st line 2nd line 3rd line以降 術後補助化学療法（Adjuvant療法） 術前補助化学療法（Neo-Adjuvant療法） その他：

Day8のGEMは外来投与可

点滴開始からＣＤＤＰ終了までに1Ｌ以上の経口補水液を摂取

ｼｮｰﾄCDDP(６0)＋TS-1／q３W

5％Glu 100mL 30min

2
シスプラチン 80mg/m2 DIV

↓
生食 250mL 2hr

ｼｮｰﾄCDDP(80)＋GEM(1000)／q３W
適応疾患 非小細胞肺がん 呼内 投与スケジュール

抗がん剤/輸液 投与方法/時間

1
ゲムシタビン 1000mg/m2 DIV

↓ ↓

生食 250mL 2hr

1st line 2nd line 3rd line以降 術後補助化学療法（Adjuvant療法） 術前補助化学療法（Neo-Adjuvant療法） その他：

4コースまで

点滴開始からＣＤＤＰ終了までに1Ｌ以上の経口補水液を摂取

2
シスプラチン 80mg/m2 DIV

↓

適応疾患 非小細胞肺がん 呼内 投与スケジュール

抗がん剤/輸液 投与方法/時間

1
ドセタキセル 60mg/m2 DIV

↓
生食 250mL 1hr

ｼｮｰﾄCDDP(80)＋DTX(60)／q３W

ｼｮｰﾄ　ポートラーザ(800)＋CDDP(75)＋GEM(100) ／q3W　 ±M

適応疾患 扁平上皮癌 呼内 投与スケジュール

抗がん剤/輸液 投与方法/時間

1
ポートラーザ 800mg DIV

↓ ↓
生食 250mL 60min

2
ゲムシタビン １250mg/m2 DIV

↓ ↓
5%Glu 100mL 30min

生食 250mL 2hr

1st line 2nd line 3rd line以降 術後補助化学療法（Adjuvant療法） 術前補助化学療法（Neo-Adjuvant療法） その他：

3
シスプラチン 75mg/m2 DIV

↓
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申請

投与量 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 ～ 15 ～ 22 ～ 28

投与量 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14

■  □  □ □ □ □

分１

1st line 2nd line 3rd line以降 術後補助化学療法（Adjuvant療法） 術前補助化学療法（Neo-Adjuvant療法） その他：

［条件等］ 1.　1コース目[上段]、2コース目以降[下段]
2.　 添付文書では、ライブリバントと同量の生食を抜いてから混注することとなっているが、希釈用の生食
　　 250mLにそのままライブリバントを混注しても安定性は問題ない。従って業務の煩雑さを回避するため、
　　 同量の生食抜き取りは行わない。

●ライブリバント投与量・投与速度
〇80kg未満の場合
・1コース目
　day1　350mg(50mL/h→75mL/h)
　day2　700mg(50mL/h→75mL/h)
　day8　1050mg(85mL/h)
　day15　1050mg(125mL/h)
　day22　1050mg(125mL/h)
・2コース目以降　1050mg(125mL/h)

〇80kg以上の場合
・1コース目
　day1　350mg(50mL/h→75mL/h)
　day2　1050mg(35mL/h→50mL/h)
　day8　1400mg(65mL/h)
　day15　1400mg(85mL/h)
　day22　1400mg(125mL/h)
・2コース目以降　1400mg(125mL/h)

生食 250mL 下表参照

4
ラゼルチニブメシル酸塩 240mg/day PO

↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓

↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓
分１

↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓

抗がん剤/輸液 投与方法/時間

3
ライブリバント 下表参照 DIV

↓

250mL 下表参照

2
ラゼルチニブメシル酸塩 240mg/day PO

↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓

Amivantamab+ラゼルチニブ
適応疾患 非小細胞肺がん 呼内 投与スケジュール

抗がん剤/輸液 投与方法/時間

1
ライブリバント 下表参照 DIV

↓ ↓ ↓ ↓ ↓
生食
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